
 
 

 
 

令
和
五
年 
冬
季
・
新
年
俳
句
会 

「
句
評
」 

「
冬
」・「
新
年
」
の
季
語
を
含
む
作
品
一
～
五
句 

 

一
、「
特
選
句
」 

選
定
句
評 

 

〇
す
ま
し
顔
ふ
く
ら
雀
の
細
い
脚 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

藤
井
光
正 

 
 
 
 
 

◆
雀
の
脚
が
細
か
い
こ
と
を
見
つ
け
た
作
者
の
目
は
、
自
然
の
中
か
ら
光
る
も
の
を
見
つ
け
出
す
力
が
あ
り

ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

佐
藤
茂
弘 

  
 
 
 

〇
手
本
積
み
墨
守
の
家
訓
初
硯 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

戸
堂
博
之 

 
 
 
 
 

◆
毎
正
月
に
心
鎮
め
て
筆
を
と
る
、
そ
の
よ
う
な
習
慣
は
身
に
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
自
分
の
理
想
と
す
る

姿
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

西
村
敏
治 

  
 
 
 

〇
病
窓
の
彼
方
金
剛
雪
纏
ふ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

加
龍
恵
子 

 
 
 
 
 

◆
金
剛
山
を
中
心
と
し
た
雄
大
な
風
景
、「
病
窓
の
」
の
一
語
で
作
者
の
立
ち
位
置
、
状
況
が
よ
く
わ
か
る
の 

も
い
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山
家
由
紀 

  
 
 
 

〇
点
滴
の
音
な
く
落
ち
て
大
晦
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

加
龍
恵
子 

 
 
 
 
 
     

◆
白
い
壁
に
囲
ま
れ
た
病
室
で
一
人
迎
え
る
元
旦
。
眠
れ
ぬ
夜
に
何
を
思
う
の
か
、
人
生
の
奥
深
さ
を
し
み

じ
み
感
じ
る
名
句
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

藤
井
光
正 

 
 
 
 
 

◆
年
の
終
わ
り
の
大
晦
日
に
点
滴
の
雫
に
人
生
の
時
々
の
出
来
事
に
想
い
を
馳
せ
、
感
慨
に
耽
っ
て
い
る
様

子
が
う
か
が
え
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

都 

福
仁 

 
 
 
 
 

◆
「
俳
句
は
モ
ノ
に
託
し
て
心
を
詠
う
文
芸
で
あ
る
」、
教
え
を
守
っ
た
秀
作
。
空
し
く
寂
し
い
時
を
過
ご
す

作
者
の
心
情
に
共
感
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

前
田
秀
一 

  
 
 
 

〇
厳
冬
も
核
融
合
で
脱
炭
素         

         

都 

福
仁 

 
 
 
 
 

◆
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
後
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
で
核
融
合
発
電
に
興
味
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
、
こ
の
俳
句
に
出 

会
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
木
徳
彦 

  
 
 
 

〇
全
力
の
疾
走
一
世
（
ひ
と
よ
）
友
逝
き
ぬ 

 
 
 
 
 

中
野
亘
子 

 
 
 
 
 

◆
最
初､

深
い
喪
失
感
が
鮮
明
に
甦
り
、
や
が
て
其
れ
は
力
強
い
激
励
に
！
及
ば
ず
乍
ら
、
こ
の
名
句
を
生

涯
の
「
箴
言
」
と
し
て
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

網 

佑
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
 
 
 

〇
新
年
の
集
い
来
年
も
と
願
い 

 
 
 
 
 
 
 
 

山
家
由
紀 

 
 
 
 
 

◆
新
年
会
に
は
、
東
京
、
長
野
か
ら
娘
、
孫
た
ち
九
人
の
集
い
と
な
り
ま
し
た
が
、
来
年
も
ま
た
集
ま
っ
て

く
れ
た
ら
と
願
い
な
が
ら
！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

楠
野
圭
子 

 



  
 
 

〇
大
き
葉
の
は
ら
り
と
散
る
や
空
明
き
て 

 
 
 
 
 

網 

佑
子 

 
 
 
 
 

◆
命
を
落
ち
葉
に
喩
え
た
物
語
を
思
い
出
し
、「
大
き
葉
」
に
こ
と
さ
ら
大
切
な
人
へ
の
想
い
を
感
じ
ま
し

た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

野
本
展
子 

  
 
 

〇
柚
子
風
呂
や
戯
れ
し
子
は
父
と
な
り 

 
 
 
 
 
 

前
田
秀
一 

 
 
 
 
 

◆
愚
息
三
人
と
柚
子
風
呂
に
入
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
あ
れ
か
ら
半
世
紀
。
二
世
代
間
の
表
現
が

凄
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

戸
堂
博
之 

 
 
 
 
 

◆
ぽ
っ
か
り
と
浮
か
ん
だ
柚
子
、
湯
に
つ
か
り
な
が
ら
昔
を
懐
か
し
ん
で
居
ら
れ
る
。
私
も
柚
子
の
香
り
を

頂
き
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

加
龍
恵
子 

  
 
 

〇
筆
に
込
む
嫁
ぐ
孫
の
名
祝
箸 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

前
田
秀
一 

 
 
 
 
 

◆
日
頃
何
も
し
な
い
羲
父
が
箸
袋
に
家
族
の
名
を
書
い
て
く
れ
て
い
た
姿
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。 

家
長
の

務
め
と
思
っ
て
お
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
？    

 
 
 
 
 
 
 
 
 

吉
澤
志
保
子 

  
 
 

〇
孫
二
十
歳
屠
蘇
盃
の
重
み
か
な 

 
 
 
 
 
 
 
 

前
田
秀
一 

 
 
 
 
 

◆
孫
二
十
歳
、
嬉
し
く
も
あ
り
寂
し
く
も
あ
り
・
・
・
、
感
慨
深
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

吉
田
以
登 

 

二
、「
編
集
後
記
」 

手
は
い
つ
も
五
体
の
従
者
あ
か
ぎ
れ
て 

 

佐
藤
多
恵
子
（
「
京
鹿
子
」
俳
句
会 

元
同
人
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「
京
鹿
子
」
五
〇
周
年
記
念
『
歳
時
記
』
（
「
京
鹿
子
」
俳
句
会
） 

  

冬
季
・
新
年
俳
句
会
へ
の
ご
案
内
に
際
し
、
永
年
に
わ
た
っ
て
俳
句
の
世
界
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い
た
先

達
の
お
一
人
と
し
て
、
佐
藤
多
恵
子
さ
ん
の
作
品
を
例
句
ご
紹
介
し
て
お
り
ま
し
た
。 

一
二
月
一
二
日
、
薬
石
の
効
も
空
し
く
訃
報
が
届
き
ま
し
た
。 

 

佐
藤
多
恵
子
さ
ん
は
、
令
和
四
年
「
夏
季
俳
句
会
」（
六
月
）
ま
で
模
範
的
は
作
品
の
投
句
の
み
な
ら
ず
、

故
中
野
陽
典
さ
ん
に
代
わ
っ
て
総
括
講
評
（
私
が
選
ん
だ
句
「
特
選
」・「
佳
作
」）
お
よ
び
「
気
付
き
の
ひ

と
こ
と
」
）
な
ど
「
土
生
俳
句
論
」
を
踏
ま
え
た
ご
指
導
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
体
調
を
損
な
わ
れ
「
夏
季
俳
句
会
」
を
も
っ
て
退
会
さ
れ
た
い
旨
お
申
し
出
を
受
け
ま
し
た
。 

 

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

◆
昨
年
十
一
月
、
都 

福
仁
さ
ん
が
「
会
員
交
流
の
〝
場
〟
」（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
）
に
、
毎
回
「
兼
題
」
を

提
出
さ
れ
総
括
講
評
な
ど
ご
指
導
い
た
だ
い
て
い
た
故
中
野
陽
典
さ
ん
（「
金
剛
俳
句
会
」
主
宰
）
の
遺
句
作
品

を
紹
介
投
稿
さ
れ
ま
し
た
。 

 

拝
見
し
ま
す
と
、
故
中
野
陽
典
さ
ん
は
二
〇
〇
二
年
七
月
に
「
扉
」
俳
句
会
の
大
阪
句
会
に
初
め
て
参

加
さ
れ
、
厳
し
い
「
選
句
」
審
査
に
応
え
そ
の
作
品
が
「
扉
」
俳
句
会
誌
に
掲
載
さ
れ
続
け
て
い
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
十
五
年
間
の
精
進
の
結
果
、
二
〇
一
七
年
に
「
扉
」
俳
句
会
同
人
と
し
て
推
挙
さ
れ
ま
し
た
。 

 

当
会
が
規
範
と
し
て
い
る
土
生
重
次
師
（「
扉
」
俳
句
会
創
設
兼
初
代
主
宰
者
）「
俳
句
論
」
の
習
得
に
永
年
務

め
ら
れ
た
精
進
の
成
果
と
し
て
の
同
人
推
挙
で
あ
る
こ
と
に
感
得
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

 



◆
「
土
生
重
次
師
俳
句
論
」（
＊
＊
） 

 
 
 
 
 

＊
＊
：
小
川
誠
二
郎
編
二
〇
〇
一
『
抄
録
・
重
次
俳
句
論
ー
土
生
重
次
、
か
く
語
り
き
ー
』（
復
刻
）
扉
俳
句
会
運
営
委
員
会 

 

《
今
回
の
学
び
》 

 
 
 
 

 

 
 

 

俳
句
は
叙
事
詩
で
あ
る 

 

季
語―

非
凡
の
一
節
を
支
え
る
も
の 

 
 

百
十
六
頁 

  
 

先
ず
、
リ
ア
リ
ズ
ム
（
写
実
・
現
実
）
を
述
べ
る
。
そ
れ
を
膨
ら
ま
し
て
リ
リ
シ
ズ
ム
（
抒
情
）
に
す 

る
た
め
に
季
語
が
あ
る
。
感
動
の
も
と
に
は
季
語
の
働
き
が
あ
る
。
季
語
の
持
つ
感
情
が
あ
る
。 

 

故
に
、
無
季
俳
句
は
、
リ
リ
シ
ズ
ム
を
拒
否
し
て
い
る
と
言
え
る
。 

 
 
 
 

 

「
土
生
重
次
一
〇
〇
句
」
選
者
・
原
田
紫
野
氏
（
＊
）
は
、
角
度
を
変
え
て
土
生
重
次
作
品
に
つ
い
て

以
下
の
よ
う
に
解
説
し
て
お
ら
れ
ま
す
。 

 
 
 

＊
：〔
俳
句
雑
誌
『
春
月
』
創
刊
同
人
、（
公
社
）
俳
人
協
会
〕 

 

《 

解 

説 

》 

「
俳
壇
誌
上
句
集
一
二
七 

土
生
重
次
一
〇
〇
句
」『
俳
壇
』
七
（
二
〇
一
六
）
二
一
一
頁 

本
阿
弥
書
店 

 
 

極
短
詩
系
で
は
状
況
説
明
は
出
来
な
い
。
作
者
一
人
一
人
の
見
聞
や
体
験
に
よ
る
感
得
を
具
体
的
に

表
現
す
る
し
か
な
い
。 

そ
の
中
に
真
や
美
が
内
包
さ
れ
て
い
れ
ば
、
そ
の
個
人
的
感

動
は
普
遍
性
を
帯
び
て
不
特
定
読
者
の
共
感
を
呼
ぶ
、
と
い
う

の
で
あ
る
。 

特
に
季
語
は
、
演
繹
法
（
感
情
表
現
の
集
合
）
で
は
な
く
帰
納

法
（
い
ろ
い
ろ
な
事
例
に
共
通
し
た
感
情
表
現
）
で
選
定
さ
れ
て

い
る
。 

   
 

 

《
前
回
の
学
び
》 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

既
発
行
『
句
評
』「
編
集
後
記
」
掲
載 

 

◇
「
俳
句
は
モ
ノ
に
託
し
て
心
を
詠
う
文
芸
で
あ
る
」 

 
 

 
 

 
 

 

令
和
四
年
『
秋
季
俳
句
会
』 

 

◇
「
俳
句
は
〝
心
〟
や
〝
情
〟
を
直
接
的
に
詠
っ
て
は
な
ら
な
い
」 

 
 

令
和
四
年
『
秋
季
俳
句
会
』 

  

編
集
人 

前
田
秀
一 


